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このマニュアルの使用法

この節では、関連ドキュメント、フィードバックの送信、およびドキュメントの変
更履歴について説明します。

■ 5ページの「製品情報Webサイト」
■ 5ページの「関連ドキュメント」
■ 7ページの「このドキュメントについて (PDFとHTML)」
■ 8ページの「ドキュメントのコメント」
■ 8ページの「寄稿者」
■ 8ページの「変更履歴」

製品情報Webサイト
Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールの情報については、http://www.oracle.com/

goto/bladesにアクセスし、ページの下部にある一覧で該当するサーバーモジュール
をクリックします。

このサイトには、次の情報やダウンロードへのリンクがあります。

■ 製品情報および仕様
■ ソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード

関連ドキュメント
Oracleの Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールに関連するドキュメントの一覧を次
に示します。これらのドキュメントおよびその他のサポートドキュメントは、次の
Webサイトで入手できます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/blade.x6275m2?l=ja
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

Sun Blade X6275 M2
サーバーモ
ジュールのド
キュメント

Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュール製品ドキュメント

検索と索引を含む、アスタリスク (*)
の付いたすべてのドキュメントの統
合HTMLバージョン。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールご使用の手引き』

図によるセットアップのクイックリ
ファレンス。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュール設置マニュアル』*

サーバーを設置、ラック収納、およ
び設定して初めて電源を入れるまで
の方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールご使用にあたって』*

サーバーに関する重要な最新情報。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールOracle Solarisオペレーティン
グシステムインストールガイド』*

Oracle Solaris OSをサーバーにインス
トールする方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュール Linuxオペレーティングシス
テムインストールガイド』*

サポートされる Linux OSを
サーバーにインストールする方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールWindowsオペレーティング
システムインストールガイド』*

サポートされるバージョンの
Microsoft Windowsをサーバーにイン
ストールする方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールOracle VMオペレーティング
システムインストールガイド?』*

サポートされるバージョンのOracle
VM OSをサーバーにインストールす
る方法。

『Oracle x86サーバー診断ガイド』* サーバーの問題を診断する方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールサービスマニュアル』*

サーバーの保守と維持管理を行う方
法。

『Sun Blade X6275 M2 Server Module
Safety and Compliance Guide』

サーバーの安全性および適合性に関
する情報。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0補足マニュアル Sun Blade
X6275 M2サーバーモジュール』*

サーバーの Integrated Lights Out
Managerのバージョン固有の補足情
報。

保守ラベル サーバーモジュール上に表示される
保守ラベルのコピー。

Sun Disk
Managementのド
キュメント

『Sun x64 Server Disk Management
Overview』

サーバーの記憶域の管理に関する情
報。

関連ドキュメント

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールOracle Solarisオペレーティングシステムインストールガ
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

x64サーバーのア
プリケーションと
ユーティリ
ティーのドキュメ
ント

『Sun x64 Server Utilities Reference
Manual』

サーバーにインストールされている
ユーティリティの使用方法。

Oracle Integrated
Lights Out Manager
(ILOM) 3.0ド
キュメント

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0機能更新およびリリース
ノート』

ILOMの新機能に関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0入門ガイド』

ILOM 3.0の概要。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0概念ガイド』

ILOM 3.0に関する概念情報。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 Web Interface手順ガイド』

Webインタフェースで ILOMを使用
する方法。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 CLI手順ガイド』

コマンドで ILOMを使用する方法。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0管理プロトコルリファレン
スガイド』

管理プロトコルに関する情報。

これらのドキュメントの一部については、前述のWebサイトで簡体字中国語、韓国
語、日本語、フランス語、スペイン語の翻訳版が入手可能です。英語版は頻繁に改
訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。

このドキュメントについて (PDFとHTML)
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。トピック
に基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で情報が表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを生成するには、ページの左上にある PDFボタンをクリックしま
す。

注 –「ドキュメント情報」と「索引」のトピックには、関連するPDFはありませ
ん。

このドキュメントについて (PDFとHTML)
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ドキュメントのコメント
製品ドキュメントの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしておりま
す。コメントを送信するには、ドキュメントサイト (http://docs.sun.com)の任意の
ページの右下にある「Feedback {+}」リンクをクリックします。

寄稿者
主な執筆者: Ralph Woodley、Michael Bechler、Ray Angelo、Mark McGothigan

寄稿者: Kenny Tung、Adam Ru、Isaac Yang、Stone Zhang、Susie Fang、Lyle Yang、Joan
Xiong、Redarmy Fan、Barry Xiao、Evan Xuan、Neil Gu、Leigh Chen、Eric Kong、Kenus
Lee

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。

■ 2010年 11月、初版

ドキュメントのコメント

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールOracle Solarisオペレーティングシステムインストールガ
イド • 2010年 11月、Revision A
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Oracle Solarisオペレーティングシステム
のインストール

この節では、Oracle Solaris 10 5/09オペレーティングシステム (Oracle Solaris 10 OS)を
Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールにインストールする手順について説明しま
す。

Oracle Solaris 10 OSは、3とおりの方法でサーバーにインストールできます。次の方
法があります。

■ ローカルのCD/DVDドライブでOracle Solaris 10 OS Distribution CD/DVDを使用す
る。

■ リモートのCD/DVDドライブでOracle Solaris 10 OS Distribution CD/DVDまたは同
等の ISOファイルを使用する。ILOMのRKVMアプリケーションを使用してアク
セスすることもできます。『Sun Blade X6275 M2サーバーモジュール設置マ
ニュアル』の「ILOM Webインタフェースを使用してホストコンソールに接続す
る方法」を参照してください。

■ ローカルネットワーク上の Preboot Execution Environment (PXE)サーバーに格納さ
れた PXEイメージ、またはネットワーク上のそれ以外の場所に格納されたイ
メージを使用する。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 9ページの「設置の概要」
■ 11ページの「配布メディアからのOracle Solaris 10 OSのインストール」
■ 13ページの「PXEネットワーク環境を使用したOracle Solaris 10 OSのインス
トール」

■ 14ページの「Oracle Solarisの更新」

設置の概要
インストール手順と必要条件の概要を次に示します。インストールの詳細について
は、実際の手順を参照してください。

1. 適切なハードウェアが用意されていることを確認します。
■ Sun Blade X6275 M2サーバーモジュール。
■ (RKVMセッションではなく)ローカルインストールを実行する場合は、次のデ
バイスが必要です。
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■ USBで接続したキーボードとマウス
■ USB接続CD/DVDドライブ
■ モニター
■ サーバーモジュールの前面スロットに接続するマルチポートケーブル

2. PCIe EMカードに接続されたストレージデバイス上にOSをインストールする場合
は、ストレージデバイスから起動できるようにサーバーを設定する必要がありま
す。詳細は、PCIe EMのドキュメントを参照してください。

3. OSのインストール先を決定します。

OSは、フラッシュモジュール、USBフラッシュディスク、または PCIe EMカード
に接続されたストレージデバイスにインストールできます。

設置の概要

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールOracle Solarisオペレーティングシステムインストールガ
イド • 2010年 11月、Revision A
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デバイス 情報

フラッシュモジュール サーバーモジュールには、ノードごとに Sunフラッシュモジュール
(Flash Module、FMod)ソケットが含まれています。

FModが存在するときはディスクデバイスとして表示され、そこにオ
ペレーティングシステムをインストールできます。

FModの取り付け方法については、『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールサービスマニュアル』を参照してください。

USBフラッシュドライ
ブ

サーバーモジュールには、ノードごとに 1つの内部USBが含まれて
います。

USBフラッシュドライブが存在するときはディスクデバイスとして
表示され、そこにオペレーティングシステムをインストールできま
す。

USBフラッシュドライブの取り付け方法については、『Sun Blade
X6275 M2サーバーモジュールサービスマニュアル』を参照してくだ
さい。

PCIe EMデバイス 各シャーシブレードのスロットには、2つの PCIe EMスロットが割り
当てられています。2つの PCIe EMスロットのいずれかは各ノードに
割り当てられています。

PCIe EMスロットに接続されたストレージデバイスからブートを行う
ようにするには、PCIe EMスロットを起動デバイスとして設定する必
要があります。手順については、使用している PCIe EMのドキュメ
ントを参照してください。

4. Oracle Solaris CD/DVDのOracle Solaris 10配布メディアのコピー、または同等の
ISOファイルを取得します。

5. OSをインストールします。次の節を参照してください。
■ 11ページの「配布メディアからのOracle Solaris 10 OSのインストール」
■ 13ページの「PXEネットワーク環境を使用したOracle Solaris 10 OSのインス
トール」

6. OSのパッチ適用と更新を行います。14ページの「Oracle Solarisの更新」を参照
してください。

配布メディアからのOracle Solaris 10 OSのインストール
Oracle Solarisでは、使いやすいグラフィカルインタフェースを使用して、オペ
レーティングシステムのインストールと設定を行うことができます。CD/DVDを使
用してローカルに接続されたCD/DVDドライブからOracle Solarisをインストールす
る場合でも、RKVMを使用してリモートに接続されたCD/DVDドライブの ISO
ファイルからOracle Solarisをインストールする場合でも、インストール手順は基本
的に同じです。

配布メディアからのOracle Solaris 10 OSのインストール
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▼ 配布メディアからOracle Solaris OSをインストールする方法

CD/DVDドライブを接続します。
USBに接続されたCD/DVDドライブを使用している場合は、次の操作を実行しま
す。

a. USB接続CD/DVDドライブを、マルチポートケーブルのUSBポートに接続します。

b. Oracle Solaris OS Distribution CD/DVDを、サーバーモジュールに接続されたCD/DVD
ドライブに挿入します。

RKVMを使用する場合は、ILOMドキュメントの説明に従って、RKVMを使用し
てCD/DVDドライブまたは同等の ISOイメージをマウントします。

システムの電源を入れます。

a. POST中に F8を押してBBSポップアップメニューにアクセスします。
起動デバイスのリストが表示されます。

b. 起動リストから「CD/DVD drive (CD/DVDドライブ)」を選択します。

■ USB経由で接続している場合は、「USB CD/DVD (USB CD/DVD)」を選択しま
す。

■ RKVMセッションを使用して接続している場合は、「Virtual CD/DVD (仮想
CD/DVD)」を選択します。

選択したメディアからサーバーがブートし、ブートメニューが表示されます。

Oracle Solarisのドキュメントを参照して、残りのインストールプロセスを実行しま
す。

注 –インストールしたファイルの中に開発ツールが含まれていることを確認しま
す。これらの開発ツールは、あとでドライバをインストールするときに必要になり
ます。

オペレーティングシステムを更新します。

14ページの「Oracle Solarisの更新」を参照してください。.

1

2

3

4

配布メディアからのOracle Solaris 10 OSのインストール

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールOracle Solarisオペレーティングシステムインストールガ
イド • 2010年 11月、Revision A

12



PXEネットワーク環境を使用したOracle Solaris 10 OSのイ
ンストール

次の手順では、Oracle Solarisオペレーティングシステムのインストールを PXE
ネットワーク環境から起動する方法について説明します。

注 – JumpStartを使用すると、複数のサーバー上でOracle Solarisオペレーティングシス
テムを最初に設定する際の、手動作業の一部または大部分を省略できま
す。JumpStartイメージの使用方法については、『Oracle Solaris 10/インストールガイ
ド (カスタム JumpStart/上級編)』を参照してください。

▼ ネットワークPXEブートを使用してOracle Solaris 10をインス
トールする方法

次のOracle Webサイトから、Sun Blade X6275 M2 Oracle Solarisドライバパッケージをダ
ウンロードします。

http://www.oracle.com/goto/x6275m2

必要なドライバをPXEイメージに追加します。

注 –この時点では、Oracle Solaris用のドライバは必要ありません。

PXEクライアントをPXEサーバーと同じネットワークに接続し、PXEクライアントの
電源を入れます。

PXEクライアントは、ソフトウェアのインストール先となる Sun Blade X6275 M2
サーバーモジュールです。

BIOS POSTの実行時に、F8キーを押して任意のNICインタフェースを選択します。

PXEクライアントが PXEサーバーに接続し、DHCPサーバーから IPアドレスを取得
します。

boot:プロンプトで、PXEサーバーにOracle Solaris OSイメージをインストールした際
にイメージに付けたラベルを入力します。

インストールイメージがサーバーモジュールのターゲットノードにダウンロードさ
れます。

システムプロンプトに従って、オペレーティングシステムをインストールまたは設
定します。

1

2

3

4

5

6

PXEネットワーク環境を使用したOracle Solaris 10 OSのインストール
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オペレーティングシステムファイルを更新します。

14ページの「Oracle Solarisの更新」を参照してください。

Oracle Solarisの更新
システムに適したファームウェアまたはパッチをダウンロードしてOracle Solarisを
更新するには、次のWebサイトにアクセスします。

http://www.oracle.com/goto/x6275m2
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Oracle Solarisの更新

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールOracle Solarisオペレーティングシステムインストールガ
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